
「馬込のまちをもっと良くしてほしい」という馬込出張所の方からのミッションを受けて、まず自分たちが暮らす馬込のよさや課題を見出す活動を行った。それらを基に、どんな馬込の

まちを目指していくか考え、各クラスでコンセプトを設定した。コンセプトに沿ってこどもたちは企画を考えたが、課題点に目を向け過ぎてしまいよさを伸ばしていく視点での企画が少

なくなってしまったり、「コンセプトに沿う」ということから離れてしまう企画もあったりした。馬込出張所の方への企画のプレゼンでは、伝えたいことを端的にまとめたパンフレット

やスライドを使って各グループごとにプレゼンを行った。その企画を考えた理由やきっかけを明確にして、馬込のまちがもっと良くなるように提案をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月２４日 （水） 

学年のまとめ 

授業の様子 

板書写真 
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６－１ ６－２ 

６－３ ６－４ 

よかった点 

他のグループとの交流時間をと

ることで、より多くのアイデアを

出すことができた。 

改善点 

 地域のマイナス面に目を向ける

班が多かった。プラス面を生かす

声掛けを多くするべきだった。 

 他の地域での取り組みを調べる

時間を取れば、より現実的な企画

が出たと思う。 

よかった点 

 自分の意見を伝えることが苦手

な児童も積極的に発言し、学級内

でより良い内容を導き出せるよう

に工夫していた。 

改善点 

 目的が不明確になってしまうこと

もあった。自分たちが楽しむことが

目的に変わってしまい、本質を見

失うことがあった。 

よかった点 

 同じ条件で実験し正確な結果が

得られるように実験の方法を考え

ることができた。 

改善点 

 実験前に予想をしていなかった

ため、得られた結果からどのような

ことがいえるか、予想と比較しなが

ら考察することができなかった。一

人一人が予想や見通しをもって実

験に取り組むべきだった。 

よかった点 

 馬込という町がより良くなるための

企画をたくさん考えることができた。 

改善点 

 企画を考えることに注力しすぎて

「時代は過ぎても馬込は残る」という

コンセプトから離れた企画が出てし

まったので、「どんな馬込を残したい

のか」を考える時間を設けるべきだ

った。 

思考力・判断力・表現力を育てる学習指導の工夫 

～対話を通して互いの考えを認め合い、 

問題解決を図る児童の育成をめざして～ 

 


